
日時 ： 平成２９年１０月１９日（木） １３：００～１７：００

会場 ： サテライトキャンパスひろしま（広島市中区）

５F大会議室５０１／５０２および中会議室５０４

主 催 農林水産省大臣官房政策課技術政策室、農研機構西日本農業研究センター
協 賛 農林水産省中国四国農政局
後 援 広島県、ＮＰＯ法人中四国アグリテック
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開催趣旨 

 

中国四国地域では、農耕地が中山間地に多いとともに水田率が高く、畜産農家が多くみら

れます。畜産農家における経営の安定化や飼料費の低減、飼料自給率の向上が求められる

中、比較的安価で良質な国産飼料を安定的に確保することが喫緊の課題となっています。 

中山間地水田を有効活用しながら国産飼料の生産拡大を図っていく上で、水稲を利用した

ホールクロップサイレージ（以下、WCS）の生産が重要な役割を果たしています。 

 こうした中で、WCS に適する高糖分・高消化性の新たな水稲品種が育成され、また、品

種の特性を活かした低コスト収穫・輸送体系、さらには高品質なサイレージの調製技術が開

発されてきました。 

本フォーラムでは、WCS 用イネの品種開発の動向や、微細断技術によるイネ WCS の収穫

技術、新たに開発された乳酸菌製剤を利用した WCS 調製および給与技術について、営農現

場での取り組み事例も含めて紹介します。また、国産飼料生産を拡大し得るこれらの技術・

品種の普及に向けて、生産者団体、普及組織、実需者の皆様とのマッチングを行います。 

 



平成 29 年度 中国四国地域マッチングフォーラム 

高品質・低コストな国産飼料生産を拡大する農業技術と品種 

 

●●● プログラム･目次 ●●● 

 

◆ 開催日時 

平成 29 年 10 月 19 日（木）13:00～17:00  受付 12:00～ 

 

◆ 開催場所 

サテライトキャンパスひろしま（広島市中区大手町 1 丁目 5-3） 

  5F 大会議室 501/502 および中会議室 504 

 

 

◆ プログラム 

13:00～13:15 開会挨拶    

農林水産省大臣官房政策課技術政策室      北谷嘉亮 

農研機構西日本農業研究センター 所長       竹中重仁 

 

13:15～15:15 第 1 部 講演（大会議室 501/502） 

〈基調講演〉 

WCS 用イネの現状と新たな展開 ･･･････････････････････････････・･････････   1 

山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センター 教授   浦川修司 

〈講演〉 

① 高糖分・高消化性 WCS 用イネ品種 ････････････････････････････････････  12 

農研機構西日本農業研究センター 水田作研究領域 主任研究員 中込弘二 

② 微細断収穫・高密度輸送・調製によるコストダウン ･････････････････････ 21 

農研機構九州沖縄農業研究センター 水田作研究領域  

水田作業体系グループ長          高橋仁康 

③ 高糖分 WCS 用イネに適した新しい乳酸菌 ･････････････････････････････  33 

農研機構畜産研究部門 飼養管理技術研究領域 主任研究員    遠野雅徳 

④ 微細断イネ WCS の特徴と家畜への給与 ･･･････････････････････････････  42 

広島県立総合技術研究所畜産技術センター     
飼養技術研究部 副部長            河野幸雄 

 

（休憩 15:15～15:30） 

 

 



15:30～16:10 第 2 部 ポスター発表～マッチング～（中会議室 504） 

関連成果のポスター ････････････････････････････････････････････ 53 

 

16:10～16:55 第 3 部 パネルディスカッション（大会議室 501/502） 

「品種・技術の営農現場での実際の効果および普及拡大のために必要なこと」 

司会：農研機構九州沖縄農業研究センター   

水田作業体系グループ長          高橋仁康 

パネリスト：講演者 4 名 

広島県東部農業技術指導所 主幹        保科 亨 

福岡県農林水産部 専門技術指導員       柿原孝彦 

関連資料 ････････････････････････････････････････････ 71 

16:55～17:00 閉会挨拶    

農林水産省中国四国農政局生産部 地方参事官  加藤隆弘 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

主 催 農林水産省大臣官房政策課技術政策室、農研機構西日本農業研究センター 

協 賛 農林水産省中国四国農政局 

後 援 広島県、NPO 法人中四国アグリテック 

 

 

     ※農研機構（のうけんきこう）は、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構の 

      コミュニケーションネーム（通称）です。 
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ポスター発表 

 

１．高糖分・高消化性イネ WCS 用品種の特性（イネ WCS 用の新品種・有望系統） 
農研機構西日本農業研究センター 中込弘ニ 

 ２．イネ WCS（飼料）の低コストと高品質を両立 
農研機構九州沖縄農業研究センター 高橋仁康 

３．ワゴンタイプ微細断収穫機（細断型ロールベーラ＆コンビラップ） 
                                株式会社タカキタ 

４．高糖分 WCS 用イネに適した新しい乳酸菌 
農研機構畜産研究部門 遠野雅徳 

５．WCS 用イネに適したマルチコンパクター  

                     株式会社コーンズ・エージー 

６．微細断イネ「たちすずか」WCS の飼料特性評価 
広島県立総合技術研究所畜産技術センター 河野幸雄   

７．微細断イネ「たちすずか」WCS の酪農経営における現地実証 
広島県立総合技術研究所畜産技術センター 城田圭子 

８．微細断イネ「たちすずか」WCS の肉用種肥育牛に対する給与実証 
広島県立総合技術研究所畜産技術センター 福馬敬紘 

９．高生産性を発揮する育成牛・繁殖牛への「たちすずか」WCS 給与技術 
農研機構西日本農業研究センター 大島一修・後藤裕司 

１０．高糖分・高消化性 WCS の迅速な飼料成分分析 
農研機構畜産研究部門 田島 清・甘利雅拡 
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WCS
NFC DIP

DM (%) CP (%) TDN (%) NFC (%)

WCS1 35.9 4.7 58.8 25.8

WCS2 36.3 4.6 58.0 28.6

WCS3 35.1 5.3 58.0 25.4

92.6 5.4 49.9 18.3

87.5 4.0 53.5 17.2

89.2 16.5 55.2 24.6

WCS1 WCS2 WCS3 Hay

WCS (kg) 10 10 10

(kg) 4 5 8

(kg) 4

(kg) 2 2

(kg) 2 1.2 3 3

(kg) 0.4 0.4 0.3 0.3

DM % 115 109 116 108

CP % 94 88 85 82

TDN % 119 109 117 105

NFC (%) 25.1 29 26 24

DIP (kg) 0.54 0.53 0.49 0.5

NFC/DIP 5.1 5.8 5.8 5.0

1 6kg CP
CP

WCS1 6mm
WCS2, 3 30mm

500kg 6kg/day 

－67－



－68－



－69－



－70－



パネルディスカッション 

 

１．広島県における WCS 専用水稲品種による耕畜連携促進に向けた取り組み 
広島県東部農業技術指導所 保科 亨 

 
 ２．福岡県における高糖分・高消化性 WCS 用イネ増産取組み経過と今後の展望 

福岡県農林水産部 柿原孝彦 
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パネルディスカッション資料１ 
広島県における WCS 専用水稲品種による耕畜連携促進に向けた取り組み 

 
広島県東部農業技術指導所 保科 亨 

 
食料自給率向上や安全安心な国産自給飼料確保に向けた支援策が推進される中，広島県では

WCS 用稲による耕畜連携の取組みが急速に拡大してきた。栽培･飼料特性に優れる専用品種「たちす

ずか」の本格的な普及が 2010 年から始まり，集落法人を中心とする耕種農家や畜産農家，関係機関の

期待が高まっていた。このため，「たちすずか」の低コスト・多収生産技術や効率的作業体系，耕畜連携

組織の運営，飼料給与等に関する情報が生産現場から求められていた。そこで，県内の WCS 用稲によ

る耕畜連携に係る推進上の課題を把握するとともに，生産技術や流通利用等に関する具体的な対応策

を整理するため，県職員をメンバーとする調査研究に取組み，この成果に基づき全県的な普及指導活

動を実施し現在に至っている。 
 

１．主な活動内容 
[2011 年度] 

農業技術指導所と県立総合技術研究所畜産技術センターによる調査研究に取り組み，県内の実態

調査と課題の抽出を行い解決策について検討した。また，同農業技術センターの研究成果を活用して，

専用一発型肥料を開発するとともに栽培こよみを作成した。「たちすずか」への転換を促進するため，品

種情報の積極的提供と種子生産や需給調整等を図った。 
[2012 年度] 

前年度メンバーに畜産事務所，県立総合技術研究所農業技術センターを加えて調査研究を継続し，

「たちすずか」の栽培技術や給与技術を中心に，基本的な考え方や具体的な対応策等について取りまと

めたマニュアルを作成した。また，「たちすずか」栽培こよみにおける技術内容の変更や，稲 WCS 生産

量拡大・新型収穫機械導入等に伴う耕畜のマッチングについて検討した。 
 

2．具体的な成果 
（1）耕畜連携に関する実態調査と課題の抽出 

取組み面積や専用収穫機の導入状況，収穫作業体系等を把

握するとともに，連携促進のための課題抽出を行なった。その結

果，①低コスト･多収生産のための栽培技術の確立，②種子の安

定的生産技術の確立と需給調整支援，③稲 WCS 取引価格決定

手法の考案について，主な課題として検討することとした。 
 
（2）「たちすずか」の低コスト生産技術の確立と普及 

農研機構が開発した WCS 専用品種「たちすずか」は，従来品

種より多収で倒伏しにくく，栄養的価値の高い良質のサイレージ

が生産できるなど優れた特性を持っている。しかし，品種特性を発

揮させるためには，従来品種と異なる肥培管理が必要であった。

でりん酸や加里成分は含んでいません

●この肥料は基肥時の施用で生育後半までチッソが持続します

●３７％のチッソのうち、施用直後に効く速効性チッソが３．４％

残りの３３．６％は３種類の緩やかに効く被覆尿素（ＬＰ）を使用

●茎数を速やかに確保するとともに、茎葉の収量に最も効果的

な出穂期前６０～３０日に重点的にチッソが効くよう成分を配合

●標準施肥量　２７ｋｇ/１０a（チッソ１０ｋｇ/１０a）
　　※１　土壌条件などにより施肥量は加減してください

　　※２　指導機関等が配布する各地域の栽培こよみを参考に施肥量は決定してください

　　※３　初めて使用する場合又は３年に１度は土壌診断により土壌中のりん酸、加里含量を確認してください

●この肥料はＷＣＳ用稲「たちすずか」専用基肥一発肥料です

●この肥料の使用に際しては、堆肥の施用を前提としているの

チッソ
のみ

チッソ リンサン カリ

図１ 専用肥料のパンフレット 

－72－



そこで，農業技術センターの研究成果を活用して，JA 西日本肥料研究所とともに「たちすずか」用一発

型肥料を試作して，県内各地に実証ほを設置して有効性を確認した。この肥料は専用一発肥料として市

販化され（図 1），現在では県内のほぼ全ての「たちすずか」栽培で利用されている。また，この肥料を柱

とする栽培こよみを作成し，高品質･低コスト･多収に向けた普及指導活動を行なっている。 
 
（3）「たちすずか」への品種転換と種子生産・需給調整支援 

極短穂型の「たちすずか」は種子の生産効率が極めて低く，速やかな品種転換を進める上では大きな

課題であった。そのため，農業技術センターが開発した種子多収技術を活用して，県内の採種圃（5 集

落法人，計 2ha）において栽培指導し，種子 5.5ｔを生産することができた。「たちすずか」の優れた品種

特性について，耕種農家と畜産農家，関係機関へ情報提供するとともに，種子の需給調整を支援した結

果，2012 年の県内 WCS 用稲栽培面積の 94%（約 200ha）において，「たちすずか」へ品種転換するこ

とができた。 
 

（4）稲ＷＣＳ取引価格決定手法の考案 
耕畜の公平感を確保するとともに，稲ＷＣＳ生

産の低コスト・多収化を誘導するための手法を

考案した（図 2）。この手法は，耕種農家と畜産

農家が等しく利益分配されることを基本としてお

り，導入した地域では，収量向上と生産コスト低

減による耕畜の利益向上が「見える化」できたこ

とにより，WCS 用稲の低コスト生産と稲 WCS の

利用拡大に向けて機運が高まった。 
 
（5）「たちすずか」マニュアルの作成と耕畜連携の推進 

上記成果に基づき「WCS 用稲たちすずかによる耕畜連携促進マニュアル」を作成し（図 4），県組織の

関係職員で共有・利用されている。広島県における WCS 用稲の作付面積は経営安定所得対策による

支援強化などを背景に着実に増加し，2016 年度は 520ha に

達し（図3），そのほとんどが専用品種「たちすずか」および「たち

あやか」となっている。それらの品種特性を最大限生かした低コ

スト・多収・高品質生産技術が県内各地で定着し，耕畜連携が

着実に進んでいる。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 図４ マニュアル表紙 

［耕種側］ 稲生産費 10,517     円/個

面積 29.6       ha 乾草相当購入費 4,147       円/個
総収穫量 2,802      個 戸別所得補償 8,449       円/個
稲収量 9.5         個/10a HG-稲WCS 500         円/個
稲生産費 67,047    円/10a
刈取作業費計 23,800    円/10a
ロール材料費 862        円/個
ロール運搬費 60          円/個 ［耕種側］

生産費計 99,577    円/10a 戸別所得補償 80,000     円/10a
WCS売り上げ 31,813     円/10a

［畜産側］ WCS生産費 99,577     円/10a

ロール重量 285        ㎏/個 利益 12,236  円/10a
WCS乾物率 30          ％
購入乾草単価 43          円/㎏ ［畜産側］
乾草乾物率 86          ％ 乾草相当購入費 39,262     円/10a
乾草乾物単価 50          円/㎏ WCS購入費 31,813     円/10a
ロス率 3            ％ HG-稲WCS 4,733       円/10a

利益 12,182  円/10a
［交付金］

戸別所得補償 80,000    円/10a

HG-稲WCS 4,733      円/10a 1ロール価格 3,360    円/個

ロール1個当たり計算値前提条件

利益

↓変数入力

図２ 稲 WCS 取引価格決定フォーム（Excel）入力例 

図３ 広島県における WCS 用稲の作付面積の推移 
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パネルディスカッション資料２ 

福岡県における高糖分・高消化性WCS用イネ増産取組み経過と今後の展望 
柿原 孝彦 

福岡県農業革新支援専門員（農林水産部専門技術指導員） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

飼料用イネが急増 
 

面積増加に伴う刈遅れ 
└→子実の硬化，繊維消化率低下 
└→未消化子実の増加 
└→粗飼料として栄養性低下 
└→消化器疾病，繁殖障害等 
└→多給不可との酪農家評価 
└→耕畜連携にミスマッチ発生 

（面積増 ⇔ 給与抑制） 

生じた問題 
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・水田農業が中心(耕地水田率79%) 飼料作物基盤も70%以上が水田 
・国の施策：H22 戸別所得補償，H23 経営所得安定対策 で「戦略作物」 
・福岡県農業・農村振興基本計画（H18，H24） 

「イネ発酵粗飼料用イネの作付け面積拡大」 
「イネ発酵粗飼料の生産拡大で粗飼料の自給率を向上」 

福岡県の自給飼料を取り巻く状況 

 

H22頃 子実が少なく高消化性の品種 
 「たちすずか」の情報 
H23 一部生産者が試験的導入 
H24 普及指導員調査研究対応 

 試験場で栽培試験開始 
 （以降中心研究対象化） 
H25-26 新技術導入広域推進事業（国庫） 
 実証展示ほの設置、現地検討会・ 
 成績検討会の開催等を通じて、 
 県域への早期の導入・普及・定着目指す 
H26 「たちすずか」を福岡県飼料作物奨励品種に選定 
H27 栽培技術および給与技術マニュアルを作成   
随時 細断型収穫機等の導入支援（公的助成等） ⇒ 急速に面積拡大 

刈遅れの心配がなく消化性の良い飼料用イネへの強い要望 
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たちすずか 等の作付面積 
福岡県の取り組み 

 
・高泌乳牛への多給や長期保存のための給与調製保存技術の早期普及 
・長稈のため従来専用収穫機で収穫困難な状況改善 ⇒ 汎用収穫機への転換 
・福岡県農林水産振興基本計画（H29） 
「省力機械導入，耕畜連携により生産拡大，コスト低減」 

・より多収，より高栄養，より低コスト→新品種，栽培技術，栽培方式 
・汎用型収穫機活用による高能率自給飼料生産のための対象作物拡大検討 
  (長大作物栽培への回帰や飼料用麦品種育成と栽培技術改善) 

今後の展望 
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本資料からの引用・転載にあたっては、必ず発表者の了解を得てください。 
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